
令和元年度高圧ガス製造保安責任者試験（記述式）の解答例 

（第一種冷凍機械・学識） 

 

【問１の解答例】 
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J J(1) 蒸発器入口の冷凍能力の比エンタルピーを ( ）とすると、

であり、冷凍能力 が であるから、蒸発器の冷媒循環量 は
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(2) 低段圧縮機の実際の吐出しガスの比エンタルピー　 は
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    凝縮器の冷媒循環量 は、中間冷却器用膨張弁直後の比エンタルピーを 
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(3) 低段圧縮機と高段圧縮機の圧縮機駆動の軸動力をそれぞれ 、 とすると

. .

　　 . .

   実際の冷凍装置の成績係数 ( ) は
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【問２の解答例】 

（１） 冷凍サイクルと点3から点6は下図のとおりである。 

 

（２）蒸発器の入口に絞り膨張してバイパスされる冷媒蒸気の比エンタルピー 
5

h  (kJ/kg)は、

題意により圧縮機出口直後の吐出しガスの比エンタルピー 
2

h  (kJ/kg) と等しいから 
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蒸発器入口における冷媒の比エンタルピー は、状態 （ ％）と状態

（ ％）の混合と、 の関係を考慮して

＋ ＋ ＋

　したがって、容量制御時の冷凍能力 は次のように求められる。
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（3）題意により、 、 、 蒸発器冷媒循環量および圧縮機の軸動力はいずれの場合も等

　　しい。容量制御時の成績係数を ( ) 、全負荷時の成績係数を ( )  とし、

　　の関係を考慮すると、(　 )  と ( )  の比は、次式のようになる。
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78　　したがって、 ％である。
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【問３の解答例】 
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(1)  熱通過率 ( ・ ） は、　次式で表される。
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 伝熱量 は、熱通過率 と外気と庫内の温度差および表面積 を用いて
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(2）庫内温度 t
ｒ

(℃)、パネル内表面温度
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( )　 当たりの伝熱量が になった時の熱通過率は
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　したがって、パネル芯材の見かけの熱伝導率 は
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【問４の解答例】 

 

(1) 

 

混合冷媒 混合成分 成分比 (mass%) 

R 410A R 32 / R 125 50 / 50  

R 407C R 32 / R 125 / R 134a 23 / 25 / 52  

R 404A R 125 / R 134a / R143a 44 / 4 / 52  

R 507A R 125 / R 143a 50 / 50  

 

 

(2) 

 

 
項 目 値の大中小または高中低の傾向 

1 標準沸点 R 600a > R 717  > R 290 

2 臨界温度 R 600a > R 290  > R 744 

3 地球温暖化係数 R 290  > R 744  > R 717 

4 モル質量 R 600a > R 744  > R 729 

5 圧力比（サイクルにおける 高圧/低圧） R 717  > R 600a > R 290 

6 比熱比 (圧縮機吸込み状態) R 717  > R 290  > R 600a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問５の解答例】 
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(1)  限界圧力を 、円筒胴板の厚さを 、円筒胴の内径を  鋼板の許容引張応力を

　　 とすると、 は次式から求められる。

    

　　ここで、鋼板の許容引張応力 、円筒胴の内径 

    であるから、それぞれの数値を代入すると
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7 × 13 - 1
MPa

594 + 1.2 × 13 - 1

                            （少数点以下3桁以降を切り下げ）

   

 

 

  設計圧力は限界圧力を超えてはならない。 限界圧力 Pa が 2.76 MPa であるので、表よ

り設計圧力 2.48 MPa まで使用可能である。このときの基準凝縮温度は 55 ℃ である。 

 

 

 (2) 基準凝縮温度 50 ℃ の設計圧力 2.21 MPa  が受液器に作用したとき、 

この受液器に誘起される接線方向の引張応力 t は下記となる。 
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長手方向の引張応力 1 は下記となる。 
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